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発明の概要

2019年11月分注目特許 No.1

特徴

関連分野 業務用機械、電気機械、陸上輸送機械、海・空等輸送機械、建設・土木

エネルギー 簡単な構成で効率よく冷却できる熱電発電システム

代表図

１ 熱電発電システム
１１ 排熱パイプ
１２ 放熱フィン
１３ 円筒管
１５ 熱電変換モジュール
１７ フレキシブル熱伝導基板
１８ 冷却媒体流路

熱（温度差）と電気とを相互変換する熱電変換
モジュールを使用した熱電発電システム

排熱パイプに、簡単な構成で、効率よく熱電変換
できるモジュールを装着することによる熱電発電
システムである。熱電発電モジュールは、フレキシ
ブル基板に複数の熱電素子が実装されている。
排熱パイプと反対側の外周に亘って、かつ放熱
フィンの近傍に冷却媒体流路を形成できるため、
簡単な構成で、排熱パイプの放熱フィンの冷却を
効率よく行える。これにより、熱電変換モジュール
の両面温度差を大きくできるため、熱電変換モ
ジュールの熱電発電出力を高められる。円筒管の
他方の端部にファンを設けると、円筒管内の気流
をさらに増大させられる。



工場

応用の可能性

など

発電所

ごみ焼却施設
オフィスビル



応用の可能性/活用企業例/最新動向

本ページの情報は2020年1月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。

株式会社Eサーモジェンテックの本発明に関する最新動向

応用の可能性

など

本技術の活用が見込める企業の一例

・発電所

・工場

・協和築炉工業株式会社

など

・株式会社プランテック

・ごみ焼却施設

・オフィスビル

・株式会社Eサーモジェンテックのホームページには、本件特許に関連すると考えられる熱電モジュールに
ついての情報（http://e-thermo.co.jp/product.html）が掲載されている。

・株式会社大和三光製作所

・DAITO株式会社

・株式会社平野製作所

・株式会社ヤブサダイナミックス

・株式会社中川製作所

・株式会社メンテックワールド

・東洋アルチタイト産業株式会社

・株式会社栗本鐵工所

・八州電工株式会社

・株式会社流機エンジニアリング

・有元プラント工業株式会社

・富士岐工産株式会社

・株式会社日鉄エンジニアリング

・株式会社ＩＨＩ環境エンジニアリング

・KEE環境工事株式会社

http://e-thermo.co.jp/product.html

